
平成24年10月　岩手県政策地域部市町村課

平成24年度いわて市町村行財政コンサルティング　診断調書（データ編）
市町村名 滝沢村

【普通会計の状況】　

〔表1〕 財政力・歳入構造の自立度・安定度（⇒財政的な基礎体力はどうなっているか） （単位：百万円、％）

順位

標準財政規模（臨財債含む） 8,878 9,017 9,001 9,170 9,319 9,658 9,576 698 ↑　　

財政力指数　 財
政

0.58 0.59 0.61 0.62 0.61 0.58 0.56 0.32 4 ▲ 0.02 　　↓

自主財源比率 地
方

44.4 45.6 48.2 48.2 42.7 40.5 42.2 28.2 4 ▲ 2.2 　　↓

地方税額 4,190 4,253 4,807 4,778 4,664 4,586 4,612 422 ↑　　

地方税の歳入割合 地
方

29.9 32.6 33.0 34.4 30.5 29.0 29.2 20.9 4 ▲ 0.7 　　↓

市町村税の徴収率 90.5 90.8 91.6 91.5 91.1 90.7 91.4 92.0 21 0.9 ↑　　

国保税の徴収率 69.2 70.7 70.9 66.4 66.2 64.7 65.7 69.1 29 -3.5 　　↓

地方交付税額（臨財債含む） 3,790 3,563 2,941 3,591 4,051 4,696 4,614 824 ↑　　

交付税依存度 地
方

27.0 27.3 20.2 25.9 26.5 29.7 29.2 45.9 4 2.2 　　↓

※復旧・復興分を除く。地方交付税は震災復興特別交付税を除く。

〔表2〕 収支と基金残高（⇒基金の取崩しに頼る財政運営となっていないか。実質単年度収支の３年連続赤字は要注意）

実質収支比率 実
質

2.3 2.6 2.9 2.3 2.8 4.0 3.3 7.9 26 1.0 ↑　　

実質単年度収支比率 実
質

2.3 ▲ 0.5 0.7 ▲ 0.1 0.3 3.1 ▲ 0.5 7.2 31 ▲ 2.8 　　↓

基金現在高 1,632 1,495 1,455 1,430 1,385 1,674 1,792 160 ↑　　

　うち財政調整基金 961 887 922 966 940 1,116 1,140 179 ↑　　

　うち減債基金 434 434 336 237 188 258 258 ▲ 176 　　↓

基金残高倍率 基
金

18.4 16.6 16.2 15.6 14.9 17.3 18.7 46.9 32 0.3 ↑　　

- 0.00 0.00 0.00 -

一借限度額（普通会計） 1,000 1,000 1,000 1,000 800 800 800 ▲ 200 ↑　　

一借限度額倍率 一
般

11.3 11.1 11.1 10.9 8.6 8.3 8.4 22.1 5 ▲ 2.9 ↑　　

※分母となる標準財政規模には、臨時財政対策債発行可能額分を加算している。（以下の比率において同じ。）

237 174 197 227 257 300 394

〔表3〕 歳出規模の適正度（⇒実質単年度収支が赤字の場合、身の丈にあった歳出規模となっているか）

歳出決算額 13,808 12,695 14,269 13,587 14,930 15,111 15,321 1,513 ↑　　

歳出決算倍率 歳
出

155.5 140.8 158.5 148.2 160.2 156.5 160.0 162.3 18 4.5 　　↓

※復旧・復興分等を除く。

〔表4〕 財政構造の弾力性（⇒どの経常的経費の割合が高いか。義務的、経常的経費により財政が硬直化していないか）

経常収支比率 経
常

87.5 87.3 88.1 86.9 85.9 82.1 83.9 86.5 9 ▲ 3.6 ↑　　

人件費の比率 職
員

24.7 23.9 23.3 22.5 21.3 20.6 21.1 23.9 10 ▲ 3.6 ↑　　

物件費の比率 需
用

14.9 15.1 14.3 14.8 14.3 14.0 9.3 12.0 8 ▲ 5.6 ↑　　

維持補修費の比率 公
共

3.5 2.5 2.8 3.3 4.0 3.8 3.3 1.5 31 ▲ 0.2 ↑　　

扶助費の比率 生
活

6.9 7.4 8.5 8.4 9.0 8.0 9.3 6.0 32 2.4 　　↓

補助費等の比率 各
種

9.2 9.0 9.4 9.3 9.3 9.2 19.0 12.5 31 9.8 　　↓

公債費の比率 地
方

20.8 21.2 20.6 20.2 19.5 18.2 12.8 20.6 3 ▲ 8.0 ↑　　

繰出金の比率 公
営

7.6 8.2 9.3 8.3 8.5 8.2 9.1 10.0 16 1.5 　　↓

経常収支比率（公債費除き） 66.7 66.1 67.5 66.7 66.4 63.9 71.1 65.9 27 4.4 　　↓
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〔図1-1〕標準財政規模と財政力指数 
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〔図1-2〕地方税額･徴収率と自主財源比率 
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〔図1-3〕地方交付税額と交付税依存度 
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〔図2-1〕実質収支比率と実質単年度収支比率 
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〔図2-2〕基金現在高と基金残高倍率 
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〔図4-1〕経常収支比率とその性質別内訳 
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〔図4-2〕H23経常収支比率の状況 

【領域D】 

■公債費、公債費以外ともに比率が高い。徹底し

た行革努力により比率引下げが必要。 

■行革による捻出財源は、繰上償還又は積立金

として公債費負担の軽減に活用する必要あり。 

【領域B】 
■公債費以外の比率が高く、行革努力

により財源捻出の可能性。 

■実質公債費比率や将来負担比率が

低い場合は、捻出財源は新たな投資

の償還財源として活用する余地あり。 

【領域A】 

■比較的健全な状態。 

■経常的経費が極端に増嵩しない範囲

で、柔軟な財政運営が可能。 

 

【領域C】 

■公債費の比率が高く、公債費以外は低い状況から、行革努力に

よる財源捻出の可能性は低い。 
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〔図3〕歳出規模 

歳出決算額 歳出決算倍率 

1/3



市町村名 滝沢村
〔表5〕 人件費と公債費の適正度（⇒財政硬直の最大要因である人件費、公債費の状況はどうなっているか） （単位：百万円、％）

順位

職員数 n
+

302 298 297 295 296 291 295 ▲ 7 ↑　　

　うち普通会計関係 258 255 250 249 251 245 245 ▲ 13 ↑　　

　うち企業会計等会計 44 43 47 46 45 46 50 6 　　↓

人口千人当たり職員数 定
員

5.7 5.6 5.6 5.6 5.5 5.4 5.4 9.8 33 ▲ 0.3 　　↓

ラスパイレス指数（給与水準） 給
与

97.1 97.1 97.7 98.3 97.5 97.7 97.7 94.2 28 0.4 　　↓

公債費負担比率 一
般

17.4 18.6 17.6 17.5 16.6 15.9 10.8 15.1 6 ▲ 6.6 ↑　　

実質公債費比率（３ヵ年平均） 公
営

11.5 11.5 12.0 10.8 10.1 9.0 13.4 2 ▲ 2.5 ↑　　

※職員数・ラスパイレス指数は(n+1)年度４月１日現在。　※実質公債費比率は(n+1)年度の値

ラス県平均→ 94.2 94.2 95.0 95.3 95.5 95.4 95.4

〔表6〕 投資的経費の状況（⇒社会資本整備のための投資的経費の状況（歳出決算シェア）はどうなっているか）

歳出に占める普通建設事業費の割合 12.8 7.0 12.1 11.0 11.4 11.2 11.2 14.8 20 ▲ 1.6 　　↓

　うち単独事業 国
の

7.4 4.4 7.1 7.2 6.7 7.2 8.6 7.4 11 1.2 ↑　　

※復旧・復興分等を除く。

〔表7〕 プライマリーバランスと地方債残高の状況（⇒ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾊﾞﾗﾝｽの黒字が確保されているか、結果として地方債残高はどうなっているか）

元金償還額（臨財債を含む） 1,465 1,537 1,492 1,519 1,540 1,547 1,055 ▲ 410 ↑　　

地方債発行額（臨財債を含む） 1,274 856 1,217 854 1,095 1,425 1,341 67 　　↓

地方債残高（臨財債を含む） 17,880 17,200 16,925 16,260 15,815 15,693 13,402 ▲ 4,478 ↑　　

プライマリーバランス（発行額/償還額） 87.0 55.7 81.6 56.2 71.1 92.1 127.1 86.4 29 40.1 　　↓

地方債現在高倍率 地
方

201.4 190.7 188.0 177.3 169.7 162.5 139.9 189.2 4 ▲ 61.5 ↑　　

〔表8〕 将来の財政負担の状況（⇒将来的な財政負担の状況（ストック）はどうか。）

17,880 17,200 16,925 16,260 15,815 15,693 13,402 ▲ 4,478 ↑　　

1,190 943 966 918 779 460 1,419 229 　　↓

1,632 1,495 1,455 1,430 1,385 1,674 1,792 160 ↑　　

17,439 16,648 16,436 15,748 15,209 14,479 13,029 ▲ 4,410 ↑　　

将来財政負担比率 将
来

196.4 184.6 182.6 171.7 163.2 149.9 136.1 132.1 15 ▲ 60.3 ↑　　

69.8 64.5 54.3 55.5 76.2 11

【国保等事業会計の状況】　※国保（事業勘定）、国保（直診勘定）、老人保健、介護保険、介護サービスの特別会計

〔表9〕 収支の状況

全会計の実質収支合計額 80 86 180 185 242 145 260 180 　　↓

上記の標財規模に対する割合 0.9 1.0 2.0 2.0 2.6 1.5 2.7 ▲ 0.3 8 1.8 　　↓

国保（事業勘定） 81 81 283 164 221 152 263 182 ↑　　

国保（直診勘定） #VALUE! #VALUE! 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

老人保健・後期高齢者 0 0 0 0 2 1 2 2 ↑　　

介護保険 ▲ 2 5 ▲ 1 20 18 ▲ 9 ▲ 6 ▲ 4 　　↓

介護サービス #VALUE! #VALUE! 0 1 1 0 0 #VALUE! #VALUE!

〔表10〕 一般会計等からの繰入金の状況

773 802 882 646 698 698 750 ▲ 23 ↑　　

上記の標財規模に対する割合 8.7 8.9 9.8 7.0 7.5 7.2 7.8 6.8 20 ▲ 0.9 ↑　　

国保（事業勘定） 299 281 291 253 287 282 284 ▲ 15 ↑　　

国保（直診勘定） #VALUE! #VALUE! 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

老人保健・後期高齢者 231 232 273 62 62 57 62 ▲ 169 ↑　　

介護保険 244 288 307 322 340 350 394 150 　　↓

介護サービス #VALUE! #VALUE! 9 10 8 9 9 #VALUE! #VALUE!
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〔図5・8〕H23実質公債費比率及びH23将来負担比率の状況 
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〔図5-1〕職員数と人口千人当たり職員数 

職員数 人口千人当たり職員数 
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〔図5-2〕ラスパイレス指数 

ラスパイレス指数 県平均 
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〔図5-3〕公債費負担比率と実質公債費比率 
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〔図7〕地方債残高とプライマリーバランス 

地方債残高 元金償還額 地方債発行額 
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〔図8〕将来の財政負担 

将来財政負担額 将来財政負担比率 将来負担比率 

【領域C】 
■現在の公債費負担は重いが、将来負担は比較的軽い。 

■借換債の発行により公債費負担を平準化することも可能。 
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〔図9・10〕事業会計の実質収支と繰入金 

実質収支合計額の標準財政規模比 

一般会計からの繰入金合計額の標準財政規模比 

平均 

【領域A】 
■比較的健全な状況。 

■今後とも、的確な財政見通しのもと、健全

財政の維持が必要。 
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〔図6〕普通建設事業費の状況 

歳出に占める普通建設事業費の割合 

うち単独事業費 

【領域B】 
■現在の公債費負担は軽いが、将来負担は重

い。 

■将来負担に備えて基金を積み増す等対応が必

要。 

【領域D】 

■現在、将来とも、公債費等が財政を圧迫している。 

■しばらくの間、新たな財政負担は、回避する必要あり。 

■借換債の発行は単なる先送りとならないよう留意。 
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市町村名 滝沢村
【公営企業の状況】
〔表11〕 収支の状況　　※法適用は純損益、法非適は実質収支 （単位：百万円、％）

順位

全会計の収支合計額 160 197 193 142 143 159 181 21 ↑　　
上記の標財規模に対する割合 1.8 2.2 2.1 1.5 1.5 1.6 1.9 0.4 5 0.1 ↑　　

上水道 184 182 142 125 126 157 158 ▲ 26 　　↓
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

公共下水道 12 10 28 16 16 2 22 10 ↑　　
農業集落排水 1 1 1 1 2 1 1 0 　　↓
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

〔表12〕 資金不足の状況
- 将来財政負担額の標準財政規模に対する割合 - - - - -
- - - - - -
- - - - - -

〔表13〕 一般会計等からの繰入金の状況
全会計の繰入金合計額 420 436 442 429 439 379 470 50 　　↓
上記の標財規模に対する割合 4.7 4.8 4.9 4.7 4.7 3.9 4.9 8.1 7 0.2 　　↓
うち基準外繰入金合計額 265 280 293 268 268 217 359 94 　　↓

上水道 0 0 0 0 0 0 29 29 　　↓
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

公共下水道 233 243 176 225 232 186 288 55 　　↓
農業集落排水 47 51 22 43 36 32 43 ▲ 4 ↑　　
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

基準内繰入金合計額→ 155 156 149 161 171 162 111
【一部事務組合等への財政支援等の状況】　　〔表14〕一部事務組合等への負担金、補助金の状況

負担金・補助金598 578 662 674 691 710 1,668 1,070 　　↓
貸付金0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓

※「貸付金計」にはH22年度決算において「貸付残高」のある組合等を掲げている →該当無し

【土地開発公社への財政支援等の状況】　　〔表15〕土地開発公社への補助金、貸付金、債務保証残高の状況
補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
貸付金 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
債務保証残高 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓

【第三セクターへの財政支援の状況】　　〔表16〕第三セクターへの補助金、貸付金、損失補償残高の状況
補助金 61 61 36 38 36 28 32 ▲ 29 ↑　　
貸付金 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
損失補償残高 0 0 0 0 0 0 0 0 　　↓
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〔図11-1〕公営企業の収支の状況 

全会計の収支合計額 標財規模に対する割合 
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〔図13-1〕公営企業の繰入金の状況 

全会計の基準内繰入金合計額 全会計の基準外繰入金合計額 

繰入金合計額の標財規模に対する割合 
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〔図11-2〕公営企業の収支の状況（会計別） 
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〔図13-2〕公営企業の基準外繰入金の状況（会計別） 
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〔図15〕土地開発公社への財政支援の状況 
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〔図16〕第三セクターへの財政支援の状況 
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〔図13-3〕H23企業債残高とH23公営企業の繰入金の状況 
【領域D】 
■企業債残高が多く、繰入金も多額で、一般会計の大きな負担となってい

る。 

■公営企業の経営健全化により、一般会計負担の軽減化が必要。 

【領域C】 
■企業債残高は少ないが、繰入金は多額で、一般

会計の大きな負担となっている。 

■公債費負担以外への繰入が多額となっている可

能性あり。妥当な繰入であるか検証が必要。 

平均 

【領域A】 
■企業債残高は少なく、繰入金も比較的少額で、一般会計の大きな負担とはなっていない。 

■ただし、公営企業による行政サービス水準が適切か検証が必要。 

【領域Ｂ】 

■企業債残高は多いが、繰

入金は比較的少額で、一般

会計の大きな負担とはなって

いない。 

■一般会計負担が増嵩しな

いよう公営企業の健全経営

の維持が必要。 
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